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第１  本別 冊 Ｂ の 目的  

本別 冊 Ｂ は 、 現行 の 法 律 婚制度 の 内 容は 、 婚姻 の 当事 者が 法 律上 異 性の

者 ど う し で あ る こ と を 前 提 と し た 用 語 に つ い て 法 律 上 同 性 の 者 ど う し も

含む 用 語に 修 正す る と い っ た 技 術的 な 手 当 て を し さ え すれ ば 、 法 律 上同 性

の カ ッ プ ル に も そ の ま ま の 内容 で 適 用可 能 で あ り 、 あ え て 異 な る 内 容と す

る 理 由 が な い こ と に つ い て 、 詳 述す る こ と を 目 的 と す る 。  

 本 別 冊Ｂ 第 ２ 以 下を 読 むに あ た っ て は 、 民法 及 び戸 籍法 の 条文 を 傍ら に

おい て 本別 冊 Ｂ に おけ る 説明と 適宜 照ら し 合わ せ な が ら 読 ま れ た い 。  

な お 、 本別 冊 Ｂ は 、 ２ ０ ２ ３ 年 １ １ 月１ ０ 日付 原 告ら 第２ ９ 準備 書 面に

提出 後 の 法 改 正で 、 控 訴 審口 頭 弁論 終結日 で あ る ２ ０ ２ ５ 年 ５ 月 ２ ０ 日 時

点で 施 行さ れ て い る 内 容（ 具 体的に は 民 法 等の 一 部を 改正 す る 法 律（ 令 和

４ 年 法 律第 １ ０ ２ 号 ） に よ る 改 正（ 以 下「 令 和４ 年 改 正 」 と い う 。） と 、 控

訴審 口 頭弁 論 終結 日時 点 で は 未 施行 の 内 容（ 具 体 的に は 民 法 等の 一 部を 改

正 す る 法 律 （ 令 和 ６ 年 法 律 第 ３ ３ 号 ） に よ る 改 正 （ 以 下 「 令 和 ６ 年 改 正 」

と い う 。） 1） を 反 映 さ せ 、 適 宜 表 現 を 調 整 す る な ど し て 作 成 さ れ た も の で

あ る 。  

 

第２  当事 者 間の 関係 に 関する 制度 に つ い て  

１  民 法 第 ４ 編 親 族 第 ２ 章 婚 姻 の 諸 規 定 及 び こ れ に 関 連 す る 戸 籍 法 の 諸

規定 は 、 婚 姻の 両 当事 者 が 永 続 的な 精神 的 及び 肉 体的 結合 を 目的 と し て

真摯 な 意思 を も っ て 共 同 生活 を 営み 、 家 族 を 形 成す る た め に 、 当 事者 間

の 関 係 に 関 す る 制度と し て 、 ①両 当事者 の 身分 関 係の 形成 と 解消 の 制度

（ 同 第 １ 節 婚 姻 の 成 立 、 同 第 ４ 節 離 婚 ）、 ② そ の 身 分 関 係 の 公 証 の 制 度

（ 戸 籍 法）、 ③ そ の 身分 関 係に ふ さ わ し い 法 的効 果 を 付 与す る 制度（ 同第

 

1  令 和６ 年改正 は ２ ０ ２ ６ 年４ 月１ 日 に 施 行 予定で あ る 。  
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２ 節 婚 姻の 効 力、 第３ 節 夫婦 財 産制 ） に つ い て 定 め て い る 。  

 

２  こ れ ま で 繰り 返し 述 べて き た と おり 、 法律 上 同性 の カ ッ プ ル も 、 法 律

上 異 性 の カ ッ プ ル と 同 様 、「 永 続 的 な 精 神 的 及 び 肉 体 的 結 合 を 目 的 と し

て 真 摯 な 意 思 を も っ て 共 同生 活 を 営 む」 と い う 婚姻 の 本質 を みた す 関係

を 構 築 し う る の で あ り 、 当事 者の 法 律上 の 性別 が 同性 と な る か 、 異性 と

な る の か の 違 い は あ る も の の 、 両 者 の 間 に 本質 的 な 差 異は な い （ 上告 理

由書 ［ 第一 分 冊］ 第３ の ５ 参 照）。  

し た が っ て 、 民 法 第 ４ 編 親 族 第 ２ 章 婚 姻の 諸 規 定 の う ち 、 当 事 者 の 法

律 上 の 性 別 に 着 目 し て い な い 規 定 （ 例 え ば、 第 一 節  婚 姻 の 成 立 、 第一

款 婚 姻の 要 件で 言え ば、 民 法７ ３ １ 条、 同７ ３ ２ 条 、 同 ７ ３ ４ 条 2か ら

同 ７ ４ １ 条 ） に つ い て は 、 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル に も そ の ま ま の 内 容で

適用 す る こ と は 可 能で あ る 3。  

 

３  ２ ０ ２ ４ 年３ 月末 ま で は 、 民法 第４ 編 親族 第 ２ 章 婚姻 の 諸規 定 の う ち

当事 者 の 法 律 上の 性別 に 着目 し た 規 定と し て 、 再婚 禁 止期 間 に 関 す る 民

法７ ３ ３ 条 と 同７ ４ ６ 条 が あ っ た が 、 令 和４ 年 改正 の う ち ２ ０ ２ ４ 年４

月１ 日 施行 分 に よ り 再 婚 禁止 期 間は 廃止 さ れ た 。 し た が っ て 、 再 婚禁 止

 

2  民 法７ ３ ４ 条１ 項 は 、 両 親が 共 通の 劣 性 遺 伝 子 を 有 し て い る 場 合 に 、 そ の 劣性 遺

伝子 が 子に 伝わ っ て 発 現す る こ と を 避 け る と い う 優生 学 的配 慮の 観 点 か ら 直 系血 族

と の 婚 姻を 禁止す る と 説明 さ れ る 。 し か し 、 直 系血族 と の 婚 姻の 禁 止 の 根 拠 は 「 近

親者 間 の 婚 姻が 人 類 の 普遍 的な 倫 理に 反す る と い う 社 会 的倫 理的 考 慮 」 に も 求め ら

れ て お り 、 優生学 的 配 慮に 純化 さ れ る わ け で は な い （ 我 妻・ 親族 法 （ オ ン デ マ ン ド

版）［ ２ ６ 頁か ら ２ ９ 頁 ］ な ど ）。  

3  例 え ば 、 民 法７ ３ １ 条 は 「 婚 姻」 と い う 用 語を 、 民法 ７ ３ ２ 条 は 「 配 偶者 」 と い

う 用 語 を 用 い る が 、「 婚 姻」 は 、 法 律上異 性 間の も の だ け で な く 、 法律 上同性 間の

も の も 含む 、「 配 偶 者 」 は 、 法律 上 異性の 一 方当 事 者に 加え て 法 律 上同 性の 一 方当

事者 を 含む も の と し て 解釈 すれ ば 足り る 。  
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期 間 に つ い て 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル に も そ の ま ま の 内 容 で 適 用 す る こ

と が 可 能か ど う か 検討 す る 必 要 性は 現時 点 で は 存 在し な い 。  

し か し 、 念 の た め 付言 す る と 、 再 婚 禁止 期 間の 立 法趣 旨は 「 父 性 の 推

定の 重 複を 回避し 、 父子 関 係を め ぐ る 紛争の 発生 を 未然 に 防 ぐ こ と 」（ 最

判平 成 ７ 年 １ ２ 月 ５ 日 判 時１ ５ ６ ３ 号８ １ 頁）、 つ ま り 、 民 法 ７ ７ ２ 条に

よ る 嫡 出推 定の 重 複を 回 避す る こ と に あ る と 解 さ れ て い た 。 本 別冊 第 ３

の ２ ( 2) で 述べ る と おり 、 民法 ７ ７ ２ 条 の 嫡 出 推定 規 定は 、 法律 上 女性 の

カ ッ プ ル の 一 方 が 第 三 者 か ら 精 子 提 供 を 受 け て 子 を 懐 胎 す る ケ ー ス に

適用 す る こ と が 可 能で あ り 、 法 律上 女性 の カ ッ プ ル に つい て も 嫡 出 推定

の 重 複 が 生 じ る こ と が あ り う る 。 し た が っ て 、 再婚 禁 止期 間 を 設 け る こ

と に よ り 、 こ れ を 回避す る 必 要 性が あ っ た 。 ま た 、 令 和４ 年 改正 前 の 民

法 ７ ３ ３ 条 と 同 ７ ４ ６ 条 を 法 律 上 女 性 の カ ッ プ ル に 適 用 す る に あ た っ

て 、 特段 文 言の 修 正は 必 要な か っ た 。 他 方、 法律 上 男 性の カ ッ プ ル に つ

い て は そ の 文言上 適用 が な い こ と は 明ら か で あ っ た 。 故に 、 再 婚 禁止 期

間に 関 する 令和４ 年改 正 前の 民 法７ ３ ３ 条 と 同 ７ ４ ６ 条に つ い て も 、 法

律 上 同 性 の カ ッ プ ル に も そ の ま ま の 内 容 で 適 用 す る こ と は 可 能 で あ っ

た 。  

 

４  民 法第 ４ 編親 族第 ２ 章婚姻 の 諸 規定 中 に は 、 令和 ４ 年 改 正に よ る 改 正

前 の 民 法 ７ ３ ３ 条 と 同 ７ ４ ６ 条 以 外 に も 、「 夫 婦 」、「 夫 」、「 妻 」、「 父 」、

「 母 」、「 父 母」 な ど 婚 姻 の 当 事 者が 法律 上 異性 の 者ど う し で あ る こ と を

前提 と し た 用 語が 用い ら れ て い る 条 項（ 例 え ば 、 夫 婦 の 氏 に 関す る 民法

７ ５ ０ 条、 離婚 後 の 子 の 監護 に 関する 事 項 の 定 め に 関 する 民 法７ ６ ６ 条

な ど ） が あ る が 、 こ れ ら に つ い て は 、 適宜 、 法 律上 同 性の 者 ど う し も 含

む用 語（ 例 え ば、「 婚姻 の 当事 者」、「 当事 者」、「 親」、「 両親 」） に 修正 す
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れ ば 、 そ の 内 容を そ の ま ま 適 用 する こ と が で き る 4。  

 

５  そ の ほ か 、 民 法第 ４ 編親族 第２ 章婚 姻 の 諸 規 定中 に 、 そ の 性 質上 、 婚

姻 の 当 事 者 の 性 自 認 や 性 的 指 向 に よ り 適 用 が 不 可 能 と な る 規 定 は 見 当

た ら な い 。  

 

６  身 分関 係 の 公 証に 関 する 制 度に つい て も 、 法 律上 異性 の カ ッ プ ル と 法

律上 同 性の カ ッ プ ル と の 間に は 本質 的な 差 は な く 、 婚 姻の 当 事者 の 性自

認や 性 的指 向 に よ り 適 用 が 不 可 能と な る 規 定も 見 当た ら ず 、 戸 籍 制度 に

よ る 公 証の 必 要性に 違 い も な い 。 よ っ て 、 戸籍 法の 現 行の 規 定を そ の ま

ま の 内 容で 適 用する こ と は 可 能 で あ り 、 あ え て 異な る 内容 と する 理 由が

な い 。  

 

７  上 記分 析 は 令 和６ 年 改正に つい て も そ の ま ま 妥当 する 。  

 

８  し た が っ て 、 民法 第 ４ 編 親 族第 ２ 章婚 姻の 諸 規定 及び こ れ に 関 連す る

戸籍 法 の 諸 規 定は 、 婚 姻の 当 事者 が 法律 上 異性 の 者ど う し で あ る こ と を

前 提 と し た 用 語 に つ い て 法 律 上 同 性 の 者 ど う し も 含 む 用 語 に 修 正 す る

と い っ た 技 術 的な 手当 て を し さ え す れ ば 、 法 律 上同 性 の カ ッ プ ル に も そ

の ま ま の 内 容 で 適用す る こ と は 可能 で あ り 、 あ え て 異 な る 内 容と す る 理

 

4  こ の よ う な 考え に 立 っ て 作成 さ れ た 民法 等 改 正案 と し て 、 ２ ０ １ ９ 年 ６ 月と ２ ０

２ ３ 年 ３ 月 に そ れ ぞ れ 国会 に 提 出 さ れ た 野 党 に よ る 婚 姻 平等 法案 （ 甲 Ａ ８ ４ 、 甲 Ａ

５ ２ ３ 、 甲 Ａ ５ ２ ３ ） や、 公益 社 団法 人「 M arr i age For Al l  Jap an  – 結 婚の 自 由を

すべ て の 人 に 」 が 公 表 し た 「 婚 姻 平等 マ リ フ ォ ー法案 」（ 甲 Ａ ４ ６ １ -１ か ら 甲 Ａ ４

６ １ -３ ） 等が あ る 。  
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由が な い 5。  

 

第３  親子 関 係に 関す る 制度に つい て  

１  は じ め に  

民法 第 ４ 編 親族第 ３ 章 親 子 、 第 ４ 章 親権 の 諸規 定 及び こ れ に 関連 す る

戸籍 法 の 諸 規定は 、 永続 的 な 精 神的 及び 肉 体的 結 合を 目的 と し て 真 摯な

意 思 を も っ て 共 同 生 活 を 営 む 婚 姻 の 両 当 事 者 が 、 子 を 産 み 育 て る 場 合 、

そ の 子 を 含 め た 家 族 を 形 成 す る た め に 、 親 子 関 係 に 関 す る 制 度 と し て 、

①親 子 と し て の 身 分関 係 の 形 成 と 解 消の 制 度（ 同 第 ３ 章親 子 第１ 節 実子 、

同第 ２ 節養 子）、 ② そ の 身 分関 係 の 公 証の 制 度（ 戸籍 法）、 ③ そ の 身 分関

係に ふ さ わ し い 法 的効 果 を 与 え る 制 度（ 同第 ３ 章親 子 第１ 節 実子 、 同 第

２ 節 養 子 、 同 第 ４ 章親 権 ） を 定 め て い る 。 な お 、 ２ ０ ２ ６ 年 ４ 月 １ 日に

施行 さ れ る 令和６ 年改 正 に よ り 、 民 法第 ４ 編親 族 第３ 章親 子 に は 第 ３ 節

親の 責 務等 の 規定 が 加 え ら れ る こ と と な る 。  

法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル と そ の 子 の 関 係 と 法 律 上 異 性 の カ ッ プ ル と そ

の 子 の 関係 に は 本 質的 な 違い は な く （ 上 告理 由 書［ 第 一分 冊］ 第 ３ の ５

参照 ）、 以下 に 述べ る と お り 、 上記 諸 規定中 に 、 婚 姻の 当 事 者の 性 自認 や

性的 指 向に よ り 適 用が 不 可能 と な る 規定 も 見当 た ら な い 。「 夫 婦」、「 夫」、

「 妻 」、「 父」、「 母」、「 父 母」 な ど 婚姻 の 当 事 者が 法 律上 異性 の 者ど う し

で あ る こ と を 前 提 と し た 用 語 が 用 い ら れ て い る 条 項 に つ い て は 、 適 宜 、

法律 上 同性 の 者ど う し も 含む 用 語に 修正 す れ ば 、 そ の 内容 を そ の ま ま 適

用す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 婚姻 の 当 事 者が 法 律上 異性 の 者ど う し で

あ る こ と を 前 提 と し た 用 語 に つ い て 法 律 上 同 性 の 者 ど う し も 含 む 用 語

 

5  訴 状７ １ 頁か ら ７ ２ 頁 。  
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に 修 正 する と い っ た 技 術 的な 手 当て を し さ え す れ ば 、 法律 上 同性 の カ ッ

プ ル と そ の 子 に も 上 記 諸 規 定 を そ の ま ま の 内 容 で 適 用 す る こ と は 可 能

で あ り 、 あ え て 異 な る 内 容と す る 理 由が な い 。 以 下、 詳述 す る 。  

 

２  実 親子 関 係に 関す る 制度に つい て  

( 1)  は じ め に  

実親 子 関係 に 関す る 制 度 は 、嫡出 推 定 に 関 す る 制 度（ 民 法 ７ ７ ２ 条か

ら 同 ７ ７ ８ 条 の ４ ）、 認 知 に 関 す る 制 度（ 同 ７ ７ ９ 条か ら ７ ８ ９ 条 ） と

子の 氏 に 関 す る 制 度（ 同 ７ ９ ０ 条 、 ７ ９ １ 条）、 親 権に 関す る 制度（ 同

８ １ ８ 条か ら ８ ３ ７ 条 ） と そ の 身分 関 係の 公 証に 関 する 制度（ 戸籍 法 ）

か ら な る 。  

 

( 2)  嫡 出 推定 規 定 群に つ い て  

ア  こ の う ち 、 嫡 出推 定 に 関 す る 制 度を 定 め る 嫡 出推 定規 定 群に つ い て は 、

例 え ば 、「 妻 」 を 「 婚 姻 の 当 事 者 の 一 方 」、「 夫 」 を 「 婚 姻 の 当 事 者 の 他

方」 な ど と 修 正 すれ ば、 法律 上女 性の カ ッ プ ル の 一 方 が 第 三者 か ら 精 子

提供 を 受け て 子を 懐胎 す る ケ ー ス に 適用 する こ と が 可 能で あ る 。何 ら か

の 理 由 で 自 然 生 殖 が 可 能 で な く 第 三 者 か ら 精 子 提 供 を 受 け て 子 を 懐 胎

す る 法 律 上 異 性 の カ ッ プ ル の ケ ー ス と 何 ら 本 質 的 な 差 は な い こ と 6、 嫡

出推 定 規定 の 趣旨 は 父 子 関係 の 推定 と 嫡 出性の 付 与で あ り 、自然 生 殖関

係 は お ろ か 血 縁 関 係 す ら 要 件 と し て い な い こ と （ 二 宮 周 平 教 授 意 見 書

（ 甲 Ａ １ ４ ５ ） １ ６ 頁か ら １ ７ 頁 、 注 釈 民法（ 甲Ａ ４ ０ ６ ） ５ ３ ４ 頁）、

 

6  上 告理 由書 別冊Ｄ － １ 記 載の 坂 田・ SAKAT A T H ER ESA EVELYN の 例 、 訴外 前

田良 氏 の 例 を 参照 。  
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生殖 補 助医 療 を 利 用し 、第三 者 か ら 精 子提 供 を 受 け て 婚 姻中 に 子を 懐 胎

し た 場 合 に も 嫡 出 推 定 規 定 群 が 適 用 さ れ る と い う の が 確 立 し た 解 釈 で

あ る こ と 7,8な ど か ら すれ ば 、 適用 を 否 定す る 理由 も な い 。  

 

イ  な お、 生 殖補 助医 療 を 利 用し 、 第三者 か ら 精 子提 供を 受 け て 子 を 出 生

する こ と に つ い て 、 現状 、 法 的な 規 制が 全く な く 、 例 え ば、 子ど も の 出

自を 知 る 権 利、 生殖 医療 技 術の 利 用に 関す る 情報 管 理制 度、 出生 し た 子

と 精 子 提供 者 の 間 の 認 知 の 問 題（ た だ し 、 嫡出 推定 等 に よ っ て 既 に 父 が

定 ま っ て い る 場 合 を 除 く 9） な ど 、 立 法 上 の 課 題 が あ る こ と も 事 実 で あ

 

7  最 高裁 は 、 性 同一 性 障 害 者の 性別 の 取扱 い の 特例 に 関す る 法 律 に 基 づい て 性別 の

取扱 い を 女 性か ら 男 性 に 変 更す る 審判 を 受 け た 訴外前 田 良氏 の 妻 が 訴 外前 田 良氏 と

の 婚 姻 中に 第三者 か ら の 精 子提 供 を 受 け て 子 を 懐胎し た 事例 に お い て 、 訴 外 前田 良

氏と 妻 の 間 で は 自 然 生 殖可 能性 が 認め ら れ な か っ た に も か か わ ら ず 、 民法 ７ ２ ２ 条

の 嫡 出 推定 規定の 適 用 を 認 め た （ 最三 小判 平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 １ ０ 日 民 集６ ７ 巻９ 号

１ ８ ４ ７ 頁 ）（ 甲 Ａ ３ １ ７ ）。 当該 事例 の 下 級 審裁 判 所は 、 当 該 二 人の 間に 自 然 生殖

可能 性 が 認 め ら れ な い こ と を 理 由 に 民 法７ ２ ２ 条の 適 用 を 否 定し て い た が 、 最高 裁

は そ の よ う な 下級 審 裁 判所 の 考 え を 明 確に 否 定 し た 。  

8  ２ ０ ２ ０ 年１ ２ 月 １ １ 日 に 生 殖補 助 医療 の 提供等 及 びこ れ に よ り 出 生し た 子の 親

子関 係 に 関 する 民 法 の 特例 に 関 す る 法 律（ 令 和 ２ 年 法律 第 ７ ６ 号 ） が 公 布 さ れ た

が 、 同 法１ ０ 条は 、 妻 が 、 夫の 同 意を 得て 、 夫 以外の 男 性の 精子 を 用 い た 生 殖補 助

医療 に よ り 懐胎し た 子 に つ い て は 、 夫 は 、 そ の 子が 嫡 出 で あ る こ と を 否認 す る こ と

が で き な い と 規定 し 、 婚姻 の 当 事 者間 で 何 ら か の 理由 に よ り 自然 生 殖 が 可 能 で な

く 、 生 殖補 助医療 に よ り 子 を 懐 胎 し た 場合 に も 、 嫡出 推 定規 定群 が 適 用さ れ る こ と

を よ り 明確 に し た 。  

9  法 律婚 を し た 法律 上 異 性 の カ ッ プ ル が 同 意 の も と 精 子提 供に よ る 生 殖補 助医療 に

よ っ て 子を 出生し た 場 合、 当該 子 と の 間に 嫡 出 親子関 係 が 発 生す る と こ ろ 、 認知 に

関す る 民法 ７ ７ ９ 条 は 認知 の 対 象 と な る 子 を 「 嫡出で な い 子 」 と 限 定 し て い る た

め 、 精 子提 供者と 上 記 生殖 補助 医 療に よ っ て 出 生し た 子 と の 間に 認 知 に よ っ て 父 子

関係 が 生ず る こ と は な い が 、 嫡 出 推定 等に よ っ て 既に 父 が 定 ま っ て い る 子 以 外の 子

に つ い て は 、 精子 提 供 者が 認知 す る こ と が で き 、 ま た 、 生物 学上 の 父 子関 係 が 存 在

する こ と か ら 、 認 知 請 求を 受け る おそ れ が あ る と 解 さ れ て い る （ 法 制審 議 会民 法

（ 親 子 法制 ） 部会 第 ７ 回会 議資 料 （ 甲 Ａ ４ ６ ２ ）［ ６ 頁 ］）。  
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る 。 し か し 、 こ れ ら は 、 法 律 上同 性 の カ ッ プ ル 特有 の 問題 で な く 、 法律

上異 性 の カ ッ プ ル に も 生 じ る 問 題で あ る（ 現に 法 律上 異 性の カ ッ プ ル の

問題 と し て 議 論さ れ て い る ）。  

ま た 、 い わ ゆ る 代理 懐胎 の 利用は 、 法律 上異 性 の カ ッ プ ル 、 法律 上 同

性の カ ッ プ ル の い ずれ に おい て も 問 題と な り う る 。 し か し 、 本 件に お い

て 上 告 人 ら が 求 め て い る の は 、 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル に 対 し て も 現 行

の 法 律 婚 制 度 の 享 有 主 体 性 を 認 め る こ と で あ り 、 現 行 法 上 整 備 さ れ て

い な い も の の 利用 は 求 め て い な い 。  

し た が っ て 、生 殖 補 助医 療 の 立 法 上の 課題 は 、法 律上 同 性 の カ ッ プ ル

を 現 行 の 法 律 婚 制 度 か ら 排 除 し て あ え て 異 な る 内 容 の 制 度 と す る 理 由

に は な ら な い 。  

 

( 3)  認 知 に つ い て  

認知 に つい て 、民 法 は 、 婚姻 外で 生 ま れ た 子 と 血縁 関 係に あ る 父 又は

母 と の 間 に 法 律 上 の 親 子 関 係 を 形 成 す る た め の 制 度 と し て 定 め て い る

が 、 法 律 上 の 母 子 関 係 は 子 の 懐 胎 と い う 事 実 に よ っ て 当 然 に 形 成 さ れ

る と い う 確 立 し た 解 釈 に よ れ ば 、 認 知 は も っ ぱ ら 法 律 上 の 父 子 関 係 の

形成 の た め の 制度 と 位 置 付け ら れ る 。  

認 知 に 関 す る 制 度 の う ち 、 準 正 以 外 の 制 度 は そ も そ も 婚 姻 を 前 提 と

し て い な い し 、 婚 姻 外 で 生 ま れ た 子 と 血 縁 関 係 に あ る 父 の 性 自 認 や 性

的指 向 に よ り 適用 が 不 可 能と な る 規 定も 見当た ら な い 。  

ま た 、準 正 に つ い て は 、 血縁 上の 父 と 血 縁上 の 母の 婚 姻が 要件 と な っ

て い る が （ 民 法７ ８ ９ 条）、 法律 上 同 性の カ ッ プ ル の 場 合は 、 血縁 上 の

父 又 は 母 が 子 と 血 縁 関 係 の な い 相 手 と 婚 姻 す る 場 合 と 同 様 、 当 該 要 件

が 満 た さ れ ず 、 規 定が 適 用さ れ な い こ と と な る に 過ぎ な い 。  
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( 4)  子 の 氏に つ い て  

子の 氏 に つ い て 、民 法７ ９ ０ 条 は 、嫡 出 で あ る 子は 父 母の 氏を 称 する 、

子 の 出 生 前 に 父 母 が 離 婚 し た と き は 離 婚 の 際 に お け る 父 母 の 氏 を 称 す

る 、 嫡 出 で な い 子 は 母 の 氏 を 称 す る と い う ル ー ル を 定 め る が 、 例 え ば

「 父 母」 を 「 両親 」、「 母」 を 「 当該 子 を 出産し た 親 」 と 修 正 すれ ば、 現

行 の ル ー ル を そ の ま ま 適 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 あ え て 異 な る 内 容

と す る 理由 が な い 。  

子の 氏 の 変 更 に つ い て 定 め る 民法７ ９ １ 条 に つ い て も 同様 で あ る 。  

 

( 5)  親 権 に つ い て  

親権 は 、未 成年 子 の 利益・ 福 祉を 目 的 と する 社 会的 任 務が 親の 愛 情に

信託 さ れ た も の で あ り 、 共同 親 権は 、 両親 の 対等 性 を 反 映し た も の で あ

る（ 於 保 不二 雄・ 中 川淳 編『 新版 注釈 民 法（ ２ ５ ） 親 族（ ５ ）〔 改訂 版〕』

（ 有 斐 閣、 ２ ０ ０ ４ 年）（ 甲Ａ ４ ９ ） １ ５ 頁 ）。 法 律 上異 性 の カ ッ プ ル で

あ っ て も 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル で あ っ て も 、 実 際 に 養 育 す る 未 成 年 子

の 利 益・ 福 祉 を 目 的 と す る 社会 的 任務 を 負 う べき こ と 、 か か る 任 務を カ

ッ プ ル 双 方 が 対 等 に 負 う べ き こ と に 変 わ り は な い 。 親 子 関 係 に と っ て

必要 な こ と は 子の 福祉・ 保護 で あ り 、 法律 上 同性 の カ ッ プ ル の 家族 関 係

が 安 定 し 、 そ こ で の 子の 養 育を 保 障す る こ と が 子 の 福祉 に つ な が る 。 親

と 子 の 相 互 的 な 関 係 性 が 適 切 に 形 成 さ れ る こ と が 重 要 な の で あ り 、 父

＝男 と 母＝ 女 と い う ペ ア で あ る 必然 性は な い（ 二 宮周 平 編『 新 注釈 民 法

（ １ ７ ）』〔 二 宮周 平 〕（ 有斐 閣 、 ２ ０ １ ７ 年 ）（ 甲 Ａ ４ ３ ） ７ ７ 頁、 上 告

理由 書［ 第 一 分冊 ］ 第３ の ５ 参 照）。「 父 母」、「 父」、「 母」 な ど 婚 姻 の 当
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【リンクはご自由にお貼りください】
東京二次訴訟上告審提出の書面です。



12 

 

事 者 が 法 律 上 異 性 の 者 ど う し で あ る こ と を 前 提 と し た 用 語 が 用 い ら れ

て い る 条項 に つい て は 、 適宜 、 法律 上同性 の 者ど う し も 含む 用 語（ 例 え

ば、「 親」、「 当 該 子 を 出 産 し て い な い 親」、「 当 該子 を 出産 し た 親」） に 修

正す れ ば、 そ の 内 容 を そ の ま ま 適 用す る こ と が で き 、親 権 に 関 す る 制 度

を 定 め る そ の 他 の 規 定 中 に 、 婚 姻 の 当 事 者 の 性 自 認 や 性 的 指 向 に よ り

適用 が 不可 能 と な る 規 定 も 見 当 た ら な い 。 よ っ て 、現 行 の 規 定 を そ の ま

ま の 内 容 で 適 用 す る こ と は 可 能 で あ り 、 あ え て 異 な る 内 容 と す る 理 由

が な い 。  

 

( 6)  身 分 関係 の 公 証に 関 する 制 度に つい て  

身 分 関 係 の 公 証 に 関 す る 制 度 に つ い て も 、 法 律 上 異 性 の カ ッ プ ル と

そ の 子 の 家 族 と し て の 関 係 と 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル と そ の 子 の 家 族 と

し て の 関 係 に は 本 質 的 な 差 は な く 、 婚 姻 の 当 事 者 の 性 自 認 や 性 的 指 向

に よ り 適 用 が 不 可 能 と な る 規 定 も 見 当 た ら ず 、 戸 籍 制 度 に よ る 公 証 の

必 要 性 に 違 い も な い か ら 、 現 行 の 規 定 を そ の ま ま の 内 容 で 適 用 す る こ

と は 可 能で あ り 、 あ え て 異な る 内容 と す る 理由 が な い 。  

 

( 7)  令 和 ６ 年 改 正 に つ い て  

２ ０ ２ ６ 年 ４ 月 １ 日 に 施 行 さ れ る 令 和 ６ 年 改 正 に よ り 、 親 の 責 務 に

関す る ル ー ル の 明 確化 、 離婚 後 の 親 権 に 関 す る ル ー ル の 見直 し 、養 育 費

の 支 払 い 確 保 に 向 け た 見 直 し な ど の 改 正 が な さ れ る が 、 上 記 分 析 は こ

れ ら 令 和６ 年 改正 に つ い て も そ の ま ま 妥 当する 。  
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３  養 親子 関 係に 関す る 制度 

( 1)  は じ め に  

養親 子 関係 に 関す る 制 度 は 、普通 養 子 縁組 に 関す る 制度（ 民法 ７ ９ ２

条か ら 同８ １ ７ 条 ）、 特 別養 子 縁組 に 関す る 制度（ 同 ８ １ ７ 条 の ２ か ら

同８ １ ７ 条 の １ １ ）、 親 権 に 関 す る 制 度（ 同 ８ １ ８ 条か ら ８ ３ ７ 条 ） と

そ の 身 分関 係 の 公 証に 関 する 制 度（ 戸籍 法） か ら な る 。  

 

( 2)  普 通 養子 縁 組 に つ い て  

ま ず 、 普 通養 子 縁組 に つ い て で あ る が 、 そ も そ も 、 養 親 が シ ス ジ ェ ン

ダ ー の 異 性 愛 者 で あ る こ と は 縁 組 の 要 件 と さ れ て お ら ず 、 現 行 法 の 下

で も 、 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル の 一 方 が 当 該 カ ッ プ ル の 他 方 の 子 と 養 子

縁組 を する こ と は 可能 で あ る 。 し か し 、法 律 上同 性 の カ ッ プ ル は 婚姻 を

す る こ と が で き な い た め 、 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル に よ る 普 通 養 子 縁 組

に 関 し 、養 親 が 婚 姻 し て い る こ と を 前 提と す る 規 定 群（ 民 法７ ９ ５ 条 、

同７ ９ ６ 条 、 同７ ９ ８ 条 但書 き な ど ） は 適用さ れ な い 。  

ま た 、 養 子 縁 組 を し た 場 合 の 親 権 の 帰 属 に 関 す る 確 立 し た 解 釈 に よ

れ ば 、 婚 姻 の 当 事 者 の 一 方 が 当 該 婚 姻 の 他 方 の 当 事 者 の 子 と 養 子 縁 組

を す る 場合 、 婚姻 の 当事 者 の 双 方 が 当 該子 に 対し 親 権を 有す る が 、 婚 姻

を し て い な い カ ッ プ ル の 場合 に は 、 民 法８ １ ８ 条 ２ 項に よ り 、 養子 縁 組

後、 養 親と な っ た 当 該カ ッ プ ル の 一方 の み が 親権 を 有し 、 当該 カ ッ プ ル

の 他 方 は 当 該 子に 対す る 親権 を 失う 結果 と な る 。  

と こ ろ で 、普通 養 子 縁組 の 利用 が 問題 と な る 典型 例 は 、あ る 者 が 連れ

子を 伴 っ て 再 婚す る 場 合 で あ る が 、 上 告人 一 橋・ 武 田ら の 例や 東 京一 次
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訴訟 10上 告人 小 野・ 西 川ら の 例な ど か ら も 裏 付 け ら れ る と おり 、 法律 上

異 性 の カ ッ プ ル と 連 れ 子 の 家 族 と し て の 関 係 と 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル

と 連 れ 子 の 家 族 と し て の 関 係 に は 本 質 的 な 差 は な い し 、 法 律 上 同 性 の

カ ッ プ ル が 親 の 責 務 を 果 た し う る 点 や 共 同 親 権 の 必 要 性 に お い て も 違

い が な い （ 上告 理 由書［ 第一 分冊 ］ 第３ の ５ 参 照）。 養 親が 婚 姻し て い

る こ と を 前 提 と す る 規 定 群 や 親 権 に 関 す る 規 定 群 は 、「 夫 婦 」、「 父 」、

「 母 」、「 父 母 」 な ど 婚姻 の 当事 者が 法 律上 異 性の 者 ど う し で あ る こ と を

前提 と し た 用 語を 用い て い る が 、適 宜 、法 律 上同 性 の 者 ど う し も 含む 用

語に 修 正す れ ば、 そ の 内 容 を そ の ま ま 適用 す る こ と が で き 、 こ れ ら の 規

定 群 中 に 養 親 の 性 自 認 や 性 的 指 向 に よ り 適 用 が 不 可 能 と な る 規 定 も 見

当た ら な い 。  

し た が っ て 、 婚 姻 し た 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル が 養 子 縁 組 を し よ う と

す る 際 に 、 養 親 が 婚 姻 し て い る こ と を 前 提 と す る 規 定 群 を そ の ま ま 適

用し 、 共同 親 権と す る こ と は 可 能 で あ る 。 ま た 、 連 れ 子 を 伴っ て 再婚 す

る 者 の 再婚 相 手が 法律 上 異性 で あ る か 同 性で あ る か に よ っ て 、 あ え て 、

養子 縁 組の 手 続き を 変 え 、 共 同 親権 を 否 定する 理 由も 見当 た ら な い 。  

 

( 3)  特 別 養子 縁 組 に つ い て  

特 別 養 子 縁 組 に つ い て は 、 配 偶 者 の あ る 者 で あ る こ と が 養 親 の 要 件

と さ れ て い る た め （ 民 法８ １ ７ 条 の ３ ）、 法 律上 同 性の カ ッ プ ル は こ れ

を 利 用 する こ と が で き な い 。 上 記 の 配 偶者 要 件が 設 け ら れ て い る の は 、

特別 養 子縁 組 を 通 じ て 、 可能 な 限り 、 一般 的 な 親 子 関係 に 近 い 関係 を 作

り 出 す と い う 趣 旨 に よ る と 解 さ れ て い る （ 窪 田 ・ 家 族 法 ― 民 法 を 学 ぶ

 

1 0  令和 ６ 年 （ ネ オ ） 第 ９ ３ ６ 号上 告提 起事 件 等 
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（ 第 ４ 版）（ 甲 Ａ ４ ６ ３ ） ２ ７ ５ 頁）。  

こ の 点、既 に 述 べ た と お り 、 法律上 異 性 の カ ッ プ ル と そ の 子の 家 族と

し て の 関 係 と 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル と そ の 子 の 家 族 と し て の 関 係 に は

本 質 的 な 差 は な い し 、 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル も 法 律 上 異 性 の カ ッ プ ル

と 同 様 、子 の 福祉 の 観点 か ら 親 と し て の 責 務 を 十 分 に 果 た し う る（ 上 告

理由 書 ［ 第 一 分冊 ］ 第 ３ の ５ 参 照）。  

被 上 告 人 国 自 身 、 親 が シ ス ジ ェ ン ダ ー の 異 性 愛 者 で あ れ ば 当 然 に 子

の 福 祉 の 観 点 か ら 親 と し て の 責 務 を 果 た し う る と い う 見 解 も 、 ト ラ ン

ス ジ ェ ン ダ ー や 同 性 愛 者 な ど の 性 的 マ イ ノ リ テ ィ が 子 の 福 祉 の 観 点 か

ら 親 と し て の 責 務 を 果 た し え な い と い う 見 解 も 採 っ て い な い 。 こ の こ

と は 、 里親 制 度が 、 児童 福 祉法 ２ ７ 条１ 項 ３ 号を 根 拠に 、 さ ま ざ ま な 事

情で 家 族と 離 れ て 暮ら す 子ど も を 、 自 分の 家 庭に 迎 え 入 れ 、 温 か い 愛 情

と 正 し い 理 解 を 持 っ て 養 育 す る 制 度 と し て 整 備 さ れ て い る こ と 、 法 律

上 同 性 の カ ッ プ ル も 里 親 制 度 の 一 つ を 構 成 す る 養 育 里 親 と し て 認 定 さ

れ 、 実 際に 養 育里 親 と し て の 実 績 を 残し て い る こ と （ 上 告 理由 書［ 第 一

分冊 ］ 第 ３ の ５ 参 照）、 被 上告 人国も 法律 上 同性 の カ ッ プ ル を 養育 里 親

の 重 要 な リ ソ ース と 考 え 、 歓 迎の 姿 勢 を 示 し て い る こ と 11な ど か ら 裏 付

 

1 1  例え ば、 ２ ０ １ ６ 年 １ ２ 月 に 大 阪市 が 男 性 カ ッ プ ル を 養育 里親 に 認 定 し た こ と

に つ い て 、 塩崎恭 久 厚 生労 働相 は 、 ２ ０ １ ７ 年 ４ 月７ 日 の 記 者会 見 で 、「 い ずれ に

し て も 、 同 性カ ッ プ ル で も 男女 の カ ッ プ ル で も 大事な こ と は 、 里 親 と し て 育 て て い

た だ く 子ど も さ ん の た め に 愛着 形 成が し っ か り な さ れ 、 そ し て 健 康 で 経済 的 に も 安

定し て い る 家庭の 中 で 、 子 ど も さ ん が し っ か り と 真っ 直 ぐ 育 っ て い る こ と が 大事 で

あ り ま すの で 、 ど の よ う な カ ッ プ ル で あ ろ う と そ れ が 達 成で き れ ば 我 々と し て は あ

り が た い と 思い ま す 。  」 と 述べ 、 法 律 上同 性の カ ッ プ ル を 里 親 と し て 容認し 、 歓

迎す る 姿勢 を 示し た （ 塩崎 大臣 会 見概 要（ 甲 Ａ ４ ６ ４ ））。  

 ま た 、 岸 田総理 大 臣 も 、 ２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 ２ 日 の 参議 院 予算 委員 会 に おい て 、 法 律

上同 性 の カ ッ プ ル に 里 親委 託す る こ と を プ ラ ス と 認識 し て い る か と い う 質 問 に 対

し 、「 御指 摘の 点 に お い て プ ラ ス の 面が あ る 、 こ う い っ た 指 摘 に つ い て は 、 も ち ろ
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け ら れ る 。  

子 の 福 祉 の 観 点 か ら 親 と し て の 責 務 を 十 分 に 果 た し う る か ど う か は 、

親 の 性 自 認 や 性 的 指 向 に よ っ て 決 ま る の で は な く 、 温 か い 愛 情 と 正 し

い 理 解 を 持 っ て 子 を 養 育 する 意 思、 能 力、 環 境な ど が あ る か ど う か に よ

っ て 決 ま る（ ア ミ カ ス キ ュ リ エ 意 見書（ 甲Ａ ５ の ２ ） １ ７ 頁 ～１ ９ 頁）。

被上 告 人国 も こ れ を 当 然 の 前 提 と し て い る 12, 13。  

ま た 、 特 別 養 子 縁 組 の 成 立 の た め に は 家 庭 裁 判 所 の 許 可 が 必 要 で あ

り 、 家 庭裁 判 所は 、 個別 の ケ ー ス に つ い て 許 可を 与 え る か ど う か 判 断 す

る た め に 、 実 親 の 同 意、 養親 の 年 齢、 養 子の 年 齢、 半 年 間の 監護 と い う

 

ん プ ラ ス の 面が あ る と 私も 思い ま す 」 と 答 弁し て い る （ 第 ２ １ １ 回国 会参議 院予

算委 員 会議 事録第 ３ 号 令和 ５ 年 ３ 月２ 日（ 甲 Ａ ４ ６ ５ ） [ １ ５ 頁] ）。  

1 2  「 里 親希 望者が 単身 、 共 働 き 、 LG BT 等で あ る 場 合の 取 扱い に つ い て 」（ 令 和 元

年１ ０ 月１ 日子家 発 第 １ ０ ０ １ 第 １ 号 ）（ 甲 ３ ２ ６ ）  で は 、 単身 、 共 働き 、 LG BT

等を 「 単身 等」 と 定 義 し た う え で 、「 里 親登 録又 は 認定 を 希 望 す る 者が 単身等 で あ

る か 否 か に か か わ ら ず 、 里 親の 種 類に 応じ た 要 件に 沿 っ て 登 録又 は 認 定の 可 否が 判

断さ れ る べ き も の で す の で 、 そ の 徹底 を お 願 い い た し ま す。」 と 通 知さ れ て い る 。  

1 3  前述 の 塩 崎厚生 労働 大臣 の 記者 会見 で の 発 言（ 甲 Ａ ４ ６ ４ ） 参 照 。  

ま た 、 ２ ０ １ ９ 年５ 月 ２ ４ 日 の 衆議 院厚 生 労 働委員 会に お い て 、 根 本厚 生労 働大

臣は 、「 基 本的に は 、 里 親に つい て は 、 年 齢 や LG BT な ど を 含 め た 属 性な ど に か か

わ ら ず 、 子 供に 良 好 な 家庭 的環 境 を 提 供で き る か ど う か 、 こ れ が 重 要 だ と 考 え て い

ま す 。 そ し て 、 里 親 登 録の 判断 、 委員 御案 内 で あ り ま す が 、 こ れ は 都 道府 県 が 行 い

ま す が 、 国 と し て は 、 必要 な 研 修 を 受 講し て い る こ と 、 経済 的に 困 窮 し て い な い こ

と 、 禁 錮以 上の 刑 に 処 さ れ て い な い こ と 、 保 護 が 必要 な 子供 への 理 解 や熱 意 、 愛 情

が あ る こ と な ど を 満 た すべ き こ と を お 示し し て おり ま す 。 そ の 意 味 で 、 LG BT 当 事

者で あ る か 否か に か か わ ら ず、 こ の よ う な 視 点 で 判断 さ れ る べき も の と 考 え て お り

ま す 。」 な ど と 答 弁 し て い る （ 第 １ ９ ８ 回 国 会衆 議 院厚 生労 働 委 員 会議 事録第 ２ １

号令 和 元年 ５ 月２ ４ 日 （ 甲 Ａ ４ ６ ６ ） [ １ ９ 頁] ）。  

厚 生 労働 省子ど も 家 庭 局 局長 も 、『 厚 生労 働 』 ２ ０ ２ １ 年５ 月 号 の 中で 、「 里 親に

な る 場 合は 基本的 な 財 力な ど が 条 件と し て あ り ま すが 、 一番 大切 な こ と は 「 子ど も

に 対 す る 熱 意」 で す 。 そ の た め 、 子育 て 経 験 の な い 人 や 単身 世帯 、 共 働き 世 帯、

LG BT ※ の 人で も 里 親 に な る こ と が で き ま す 。」 と 述 べて い る （ 甲 Ａ ４ ６ ７ ）。  

【有償配布 や Web(ホームページ, ブログ, facebook 等)へのアップロード・転載はお止めください】
【リンクはご自由にお貼りください】
東京二次訴訟上告審提出の書面です。
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要 件 が 満 た さ れ る か 否 か 、 養 子 と な る 子 の 実 親 に よ る 監 護 が 著 し く 困

難 又 は 不 適 当 で あ る こ と 等 の 事 情 が あ り 、 当 該 子 の 利 益 の た め 特 に 必

要 が あ る か 否 か を 審 査 し て い る （ 民 法 ８ １ ７ 条 の ２ か ら 同 ８ １ ７ 条 の

８ ）。 仮 に 、 特別 養 子縁 組 を 希 望する 婚姻 を し た 法 律上 同性 の カ ッ プ ル

に 対 し 特 別 養 子 縁 組 を 認 め る べ き で な い 事 例 が あ る と す れ ば 、 個 別 の

ケ ー ス に つ い て の 家庭 裁 判所 の 審査 の 中 で 不許 可 と す れ ば 足 り る 。  

特別 養 子縁 組 に 関 する 諸 規定 は 、「 夫 婦」、「 父 母 」 な ど 婚姻 の 当事 者

が 法 律 上 異 性 の 者 ど う し で あ る こ と を 前 提 と し た 用 語 を 用 い て い る が 、

適宜 、 法律 上 同性 の 者ど う し も 含 む用 語に 修 正す れ ば、 そ の 内 容 を そ の

ま ま 適 用 す る こ と が で き 、 養 親 の 性 自 認 や 性 的 指 向 に よ り 適 用 が 不 可

能と な る 規 定 も 見 当た ら な い 。  

し た が っ て 、特 別 養 子縁 組 の 制 度 は 、婚 姻を し た 法 律 上同 性の カ ッ プ

ル に も そ の ま ま 適 用 が 可 能 で あ り 、 あ え て 異 な る 内 容 と す る 理 由 が な

い 。  

 

( 4)  親 権 に 関 す る 制度 、 身分 関 係の 公証 に 関す る 制度 に つい て  

そ の ほ か 、親権 に 関 する 制 度、身分 関 係 の 公 証 に 関 す る 制 度に つ い て 、

現 行 の 規 定 を そ の ま ま の 内 容 で 適 用 す る こ と は 可 能 で あ り 、 あ え て 異

な る 内 容と す る 理 由が な い こ と は 、 本 別冊 第 ３ の ２ ( 5) 、 ( 6) で 述 べた と

おり で あ る 。  

 

( 5)  令 和 ６ 年 改 正 に つ い て  

２ ０ ２ ６ 年 ４ 月 １ 日 に 施 行 さ れ る 令 和 ６ 年 改 正 に よ り 、 親 の 責 務 に

関す る ル ー ル の 明 確化 、 離婚 後 の 親 権 に 関 す る ル ー ル の 見直 し 、養 育 費

【有償配布 や Web(ホームページ, ブログ, facebook 等)へのアップロード・転載はお止めください】
【リンクはご自由にお貼りください】
東京二次訴訟上告審提出の書面です。
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の 支 払 い 確 保 に 向 け た 見 直 し に 加 え て 、 連 れ 子 養 子 の 際 に 再 婚 相 手 と

そ の 配 偶 者 で あ る 実 親 が 親 権 者 と な る こ と の 明 確 化 、 １ ５ 歳 未 満 の 子

供 の 養 子 縁 組 に つ い て の 父 母 の 意 見 調 整 の 手 続 き の 新 設 な ど の 改 正 が

な さ れ る が 、 上 記 分 析 は こ れ ら 令 和 ６ 年 改 正 に つ い て も そ の ま ま 妥 当

する 。  

 

第４  親族 関 係、 相続 、 そ の 他 の 家 族法 上 の 制 度 に つ い て   

１  は じ め に  

現行の 法律 婚 制度 を 構 成 する そ の 他 の 制 度 と し て 、 親 族 関係 に 関す る

制 度 （ 民 法 ７ ２ ５ 条 か ら 同７ ３ ０ 条 ）、 扶 養 に 関 す る 制 度 （ 同 ８ ７ ７ 条

か ら 同 ８ ８ １ 条 ）、 後 見 ・ 保 佐 ・ 補 助 に 関 す る 制 度 （ 同 ８ ３ ８ 条 か ら 同

８ ７ ６ 条 の １ ０ ）、 相 続 に 関 す る 制 度 （ 同 ８ ８ ２ 条 か ら １ ０ ５ ０ 条 ） 及

びこ れ ら に 関 連す る 戸 籍 法上 の 制度 14が あ る が 、 こ れ ら の 制 度 に つ い て

も 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル に そ の ま ま の 内 容 で 適 用 す る こ と は 可 能 で あ

り 、 あ え て 異 な る 内容 と する 理 由が な い 。  

 

２  親 族関 係 に 関 する 制 度・ 扶 養に 関す る 制度 に つい て  

親族関 係に 関 する 制度（ 民法 ７ ２ ５ 条か ら 同７ ３ ０ 条 ） や 扶 養に 関 す

る 制 度（ 同 ８ ７ ７ 条か ら 同 ８ ８ １ 条） は 、 婚 姻に よ る 身 分関 係の 発 生 に

伴い 必 然的 に 必要 と な る 制度 で あ る 。 民法 ７ ２ ８ 条 は「 夫 婦」 と い う 婚

姻 の 当 事 者 が 法 律 上 異 性 の 者 ど う し で あ る こ と を 前 提 と し た 用 語 を 用

い て い る が 、 適 宜、 法律 上 同性 の 者ど う し も 含む 用 語に 修正す れ ば、 そ

 

1 4  例 え ば、 姻族関 係の 終了 に 関す る 戸 籍 法 ９ ６ 条、 推 定 相続 人の 廃 除 に 関す る 同

法９ ７ 条。  

【有償配布 や Web(ホームページ, ブログ, facebook 等)へのアップロード・転載はお止めください】
【リンクはご自由にお貼りください】
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の 内 容 を そ の ま ま 適用 す る こ と が で き 、婚姻 の 当事 者 の 性自 認 や性 的 指

向に よ り 適 用 が 不 可能 と な る 規 定も 他に 見当た ら な い か ら 、婚 姻 し た 法

律上 同 性の カ ッ プ ル に も そ の ま ま 適 用可 能で あ り 、 あ え て 、 異 な る 内 容

と す る 理由 は な い 。  

 

３  後 見・ 保 佐・ 補助 に 関する 制度 に つ い て  

後見・ 保 佐・ 補助 に 関す る 制度（ 民法８ ３ ８ 条 か ら 同 ８ ７ ６ 条 の １ ０ ）

は 、 婚姻 、 親 子 関係 、 親 族 関係 を 基盤 と する 制 度で あ る 。 民 法８ ３ ９ 条

や 同 ８ ４ １ 条 の よ う に 、「 父 母 」、「 父 」、「 母」 と い う 婚 姻 の 当 事 者 が 法

律 上 異 性 の 者 ど う し で あ る こ と を 前 提 と し た 用 語 を 用 い る 条 項 が あ る

が 、 適宜、 法 律上 同 性の 者 ど う し も 含 む用 語 に 修 正 すれ ば、 そ の 内容 を

そ の ま ま 適 用 する こ と が で き 、婚 姻の 当事 者 の 性 自 認や 性的 指 向に よ り

適用 が 不可 能 と な る 規 定 も 他 に 見当 た ら な い か ら 、婚 姻 し た 法 律上 同 性

の カ ッ プ ル に も そ の ま ま 適用 可 能で あ り 、 あ え て 、 異 な る 内 容 と す る 理

由は な い 。  

 

４  相 続に 関 する 制度 に つい て  

相続に 関す る 制度（ 民法 ８ ８ ２ 条 か ら １ ０ ５ ０ 条 ） に つい て も あ え て 、

異な る 内容 と する 理由 は な い 。  

一般に 、「 配 偶 者」 が 法 定 相続 人 と し て の 地 位を 有 する 理由 は 、 家 族と

し て の 生 活 保 障 や 共 同 生 活 に お い て 協 力 し て 築 き 上 げ た 財 産 の 清 算 の

為と 説 明さ れ る が（ 新版 注 釈民 法（ ２ ６ ）（ 甲Ａ ４ ８ ）［ ２ ７ ６ 頁 か ら ２

７ ７ 頁］）、家族 と し て の 生 活保 障の 必 要性 や カ ッ プ ル が 相互 に 協力 し な

が ら 財 産を 形 成し て い く こ と 、 そ の 財 産の 清 算の 必 要性 に つ い て 、 法 律

【有償配布 や Web(ホームページ, ブログ, facebook 等)へのアップロード・転載はお止めください】
【リンクはご自由にお貼りください】
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上 異 性 の カ ッ プ ル と 法 律 上同 性 の カ ッ プ ル と の 間 に 違 い は な い 。 ま た 、

民 法 ９ ０ ０ 条 や 同 ９ ０ ３ 条の よ う に 、「 父 母 」、「 夫 婦 」 と い う 婚 姻 の 当

事 者 が 法 律 上 異 性 の 者 ど う し で あ る こ と を 前 提 と し た 用 語 を 用 い る 条

項が あ る が 、 適 宜、 法律 上 同性 の 者ど う し も 含む 用 語に 修正す れ ば、 そ

の 内 容 を そ の ま ま 適用 す る こ と が で き 、婚姻 の 当事 者 の 性自 認 や性 的 指

向に よ り 適 用 が 不 可能 と な る 規 定も 他に 見当た ら ず、婚 姻し た 法律 上 同

性の カ ッ プ ル に も そ の ま ま 適 用 可能 で あ り 、 あ え て 、 異 な る 内 容と す る

理由 は な い 15。  

以 上  

 

1 5  本文 で 述 べた ほ か に も 、 在 留資 格、 税制 上 の 取 扱 い 、 社会 保障 上 の 取 扱い な ど

配偶 者 等の 身分関 係 に 基づ い て 法 的効 果を 定 め る 法律 が 存在 する 。 か か る 法 律の 定

め は 本 件諸 規定が 定 め る 身 分関 係 に 基 づく か ら 、 現行 の 法律 婚の 享 有 主体 性 を 法 律

上同 性 の カ ッ プ ル に 対 し て も 認 め る た め に 必 要 と な る 本 件諸 規定 の 改 正と と も に 、

そ れ と 一貫 する 内 容 で 改正 さ れ る こ と と な る 。  

【有償配布 や Web(ホームページ, ブログ, facebook 等)へのアップロード・転載はお止めください】
【リンクはご自由にお貼りください】
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